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小学校・国語 【小学校学習指導要領(平成２９年告示)国語】(P.34) 

〔第５学年及び第６学年〕

目　標

　日常生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに, 我が国の言語文化

に親しんだり理解したりすることができるようにする。

　筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い, 日常生活にお

ける人との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げることがで

きるようにする。

　言葉がもつよさを認識するとともに, 進んで読書をし, 国語の大切さを自覚し

て, 思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。

小学校・社会 【小学校学習指導要領(平成２９年告示)社会】(P.46～47) 

〔第３学年〕

目　標

  社会的事象の見方・考え方を働かせ，学習の問題を追究・解決する活動を通して,

次のとおり資質・能力を育成することを目指す。

　身近な地域や市区町村の地理的環境，地域の安全を守るための諸活動や地域の

産業と消費生活の様子，地域の様子の移り変わりについて，人々の生活との関連

を踏まえて理解するとともに，調査活動，地図帳や各種の具体的資料を通して，

必要な情報を調べまとめる技能を身に付けるようにする。

　社会的事象の特色や相互の関連，意味を考える力，社会に見られる課題を把握

して，その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断する力，考えたことや選

択・判断したことを表現する力を養う。

　社会的事象について，主体的に学習の問題を解決しようとする態度や，よりよ

い社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに，思

考や理解を通して，地域社会に対する誇りと愛情，地域社会の一員としての自覚

を養う。
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小学校・算数 【小学校学習指導要領(平成２９年告示)算数】(P.81) 

〔第５学年〕

目　標

　整数の性質，分数の意味，小数と分数の計算の意味，面積の公式，図形の意味

と性質，図形の体積，速さ，割合，帯グラフなどについて理解するとともに，小

数や分数の計算をしたり，図形の性質を調べたり，図形の面積や体積を求めたり,

表やグラフに表したりすることなどについての技能を身に付けるようにする。

　数とその表現や計算の意味に着目し，目的に合った表現方法を用いて数の性質

や計算の仕方などを考察する力，図形を構成する要素や図形間の関係などに着目

し，図形の性質や図形の計量について考察する力，伴って変わる二つの数量やそ

れらの関係に着目し，変化や対応の特徴を見いだして，二つの数量の関係を表や

式を用いて考察する力，目的に応じてデータを収集し，データの特徴や傾向に着

目して表やグラフに的確に表現し，それらを用いて問題解決したり，解決の過程

や結果を多面的に捉え考察したりする力などを養う。

　数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に捉え検討してよりよいもの

を求めて粘り強く考える態度，数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に

活用しようとする態度を養う。

小学校・理科 【小学校学習指導要領(平成２９年告示)理科】(P.104) 

〔第６学年〕

目　標

　物質・エネルギー

　燃焼の仕組み，水溶液の性質，てこの規則性及び電気の性質や働きについての

理解を図り，観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

　燃焼の仕組み，水溶液の性質，てこの規則性及び電気の性質や働きについて追

究する中で，主にそれらの仕組みや性質，規則性及び働きについて，より妥当な

考えをつくりだす力を養う。

　燃焼の仕組み，水溶液の性質，てこの規則性及び電気の性質や働きについて追

究する中で，主体的に問題解決しようとする態度を養う。

　生命・地球

　生物の体のつくりと働き，生物と環境との関わり，土地のつくりと変化，月の

形の見え方と太陽との位置関係についての理解を図り，観察，実験などに関する

基本的な技能を身に付けるようにする。

　生物の体のつくりと働き，生物と環境との関わり，土地のつくりと変化，月の

形の見え方と太陽との位置関係について追究する中で，主にそれらの働きや関わ

り，変化及び関係について，より妥当な考えをつくりだす力を養う。

　生物の体のつくりと働き，生物と環境との関わり，土地のつくりと変化，月の

形の見え方と太陽との位置関係について追究する中で，生命を尊重する態度や主

体的に問題解決しようとする態度を養う。
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小学校・外国語 【小学校学習指導要領(平成２９年告示)外国語】(P.153～154) 

(英語) 英　語

目　標

　英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，聞くこと，読むこと，話すこと［やり取

り］，話すこと［発表］，書くことの五つの領域別に設定する目標の実現を目指し

た指導を通して，第１の(1)及び(2)に示す資質・能力を一体的に育成するとともに,

その過程を通して，第１の(3)に示す資質・能力を育成する。

　聞くこと

　ゆっくりはっきりと話されれば，自分のことや身近で簡単な事柄について，

簡単な語句や基本的な表現を聞き取ることができるようにする。

　ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関する身近で簡単な事柄につい

て，具体的な情報を聞き取ることができるようにする。

　ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関する身近で簡単な事柄につい

て，短い話の概要を捉えることができるようにする。

　読むこと

　活字体で書かれた文字を識別し，その読み方を発音することができるように

する。

　音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かるように

する。

　話すこと［やり取り］

　基本的な表現を用いて指示，依頼をしたり，それらに応じたりすることがで

きるようにする。

　日常生活に関する身近で簡単な事柄について，自分の考えや気持ちなどを，

簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え合うことができるようにする。

　自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄について，簡単な語句や基

本的な表現を用いてその場で質問をしたり質問に答えたりして，伝え合うこと

ができるようにする。

　話すこと［発表］

　日常生活に関する身近で簡単な事柄について，簡単な語句や基本的な表現を

用いて話すことができるようにする。

　自分のことについて，伝えようとする内容を整理した上で，簡単な語句や基

本的な表現を用いて話すことができるようにする。

　身近で簡単な事柄について，伝えようとする内容を整理した上で，自分の考

えや気持ちなどを，簡単な語句や基本的な表現を用いて話すことができるよう

にする。

　書くこと

　大文字，小文字を活字体で書くことができるようにする。また，語順を意識

しながら音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写すこと

ができるようにする。

　自分のことや身近で簡単な事柄について，例文を参考に，音声で十分に慣れ

親しんだ簡単な語句や基本的な表現を用いて書くことができるようにする。
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